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副会長
	１．開会

２．あいさつ
健康福祉部次長より
垣尾会長より

３.協議事項
（１）令和７年度宍粟市地域包括支援センター事業実績について
　　「資料１」を用いて事務局より説明
・P1地域包括支援センター職員配置について
　・P10いきいき百歳体操
　地域ケア推進会議で運動の課題があげられた。
　・P11地域リハビリ連絡会との連携
　・P12医療と介護の連携事業
　専門職向けの研修会で実践を交えて実施
　・P13生活支援コーディネーターは第一層が包括で2名兼務、第二層が社協に委託
　・P18認知症ステップアップ講座
　認知症サポーター養成講座開催実績R6年度10回215人へ訂正
　・P20認知症家族のつどい　
4回目は実技を交えた意見交換を実施
　・P36今年度市民後見人養成講座は5名受講
　エンディングノートを作成

市民後見人養成講座を受けられた方は既に活動しているのか。
活動している。実際に市民後見人が活動している様子をYou Tubeで流している。宍粟市広報令和8年2月号にQRコードを載せており、そこから読み取りできる。
当初市民後見人は10名登録があった。現在8名の方を支援している。最後まで看取られている方もいる。

生活支援コーディネーターは社協に委託しているのか。
2名は市、2名は社会福祉協議会に委託しており4名で活動している。連絡会だけでなく、日頃から地域課題があれば連携して検討している。

法人後見は同じ施設内で担当ができるのか。
法人後見は従事している施設に入所されている方の後見人はできないことになっている。
法人後見の方が地域の一般住民の方の担当はできる。後見人等は裁判所が決定する仕組みになっている。

介護認定で結果がでるまでに1か月かかると言われているが、短縮しようとしているのか。
介護保険の申請をされると認定調査とかかりつけ医の意見書が必要になる。その二つが揃って審査会に進む。できるだけ早めに認定がでるように努めている。宍粟市は申請と同時にサービスを利用することができるため、急がれるときはケアマネと相談しながらサービスの開始ができる。新規申請と癌末期などの方は優先順位を早めて実施している。
申請すればその日からサービスは利用できるので、最低限のサービスは使える。申請者が意見書を持ってくるのに時間がかかる場合もあるので、早めに持ってきて欲しい。

（２）令和８年度宍粟市地域包括支援センター重点事業について
①認知症施策推進計画について
　「資料２」を用いて事務局より説明
・認知症基本法の基本理念７つについて説明
宍粟市ではその中で「認知症の正しい理解の普及」と「家族支援の充実」の２つに焦点を当てて実施していく。
・本人の声を集める取組
　市職員やグループホーム職員に依頼する。
・家族向けアンケートの実施
要支援1～要介護2の認定を受けた人の家族を対象に、ケアマネに聞き取りを依頼。40名程実施予定。

説明したことをみんな理解できていない。国の法律に基づいて各市町村で立ち上げるように言われている。宍粟市の計画の内容が分からないのに話し合いができない。
介護保険事業計画の中で認知症の本人や家族の声を盛り込んで策定している。国の方針でも施策に反映するように言われており、宍粟市でも本人や家族の声を収集して反映していきたいと思っている。市としては二つの柱で考えているが、介護保険事業計画の委員の方にアンケート結果を報告し、方向性については検討しながら進めていきたい。職員も認知症の人や家族の声を聞いていても集めて施策に反映できていないという部分が課題なので、重点事項として進めていきたい。
認知症や虐待、権利擁護については欠かせない事業であることは確か。次の事業に向けてもう少し良くするためのアンケートを実施しようとされている。効果が上がっているかの検証は必要。

認知症の問題は日進月歩でまだまだ課題がある。市として何かまとめてあるのかと思った。
認知症初期集中支援チーム員会議では難しいケースの話は出るが、それ以外の9割位の大きな問題になっていない人をどう救い上げていくかが大切だと思う。
家族と過ごしている人はまだ良いが、一人暮らしの人が困る。そういう部分の対応として我々は近所の人に頼んでいる。民生委員も大変な思いをしてやっている。こういった取組を違う面からも考えていってほしい。

7月の介護保険事業計画でアンケート結果を出して委員の方と検討していく。秋頃に地域ケア推進会議を予定しているので、その時にもアンケート結果を示したい。もう少し具体的にご意見がもらえるように提案していきたい。

本人の声を集めている時に、認知症と書いてあると本人が気を害することがあるのでは。
今回は、これまでに支援で関わってきた中でのエピソードを思い出してもらう形で記入してもらうため、用紙が直接本人の目に触れることはない。

本人に隠していくのは良くないとも思う。認知症になる前に何がしたいか、何を大切にしたいかを直接問いかけていく方が本人の声につながるのではないかと思う。
職員の問いかけの表現方法を変えると素直な意見が出ることもある。施策に反映できるような言葉が出てくるかは分からないが、本人の声集めは取り組んで地域の人に触れる機会を設けたい。

本人と家族がかかりつけ医に相談にいったときに専門外来を紹介してもらうことになると思うが、確定診断を受けた時に、本人の思いは聞かれている。その時に訪問すると、本人が忘れていってしまうことが怖いとか進行しないようにしたいといった本人の声が聞ける。

認知症にはいろいろな段階があると思うので、一つにまとめてしまうのは難しい話だと思う。いろいろな経験をしているような人にアンケートをとる方が効果的でないか。
場所が変わると接し方も反応も変わるので、一概には言えない。日常生活に支障が出る物忘れが認知症。

一般人は認知症についてどう思っているのか。広報活動はしているが読まない人は読まない。認知症が増えていることに対して市民がどんなイメージを持っているのかはあまり聞いたことがない。
住民全体に向けたアンケートは実施できていないのが現状。本人や家族の声を知ってもらうのが目的だが、どのくらい知っているのかは把握できていない。

個人情報のことがあるので本人も言わない、近所の人も聞かないということは多いが、近隣ではすぐに噂にはなる。家族がオープンにしてほしくないこともあるので、どうしたら良いか。
支援する際に家族だけで抱え込んでしまうのはやめて、友人や近隣の人に協力を仰ぐように勧めてはいるが、抱え込んでしまう場合もある。なぜ地域で話せないかという項目も今回のアンケートに入れている。オープンにできていないのは偏見もまだあるように思う。その理由を何とか探っていきたい。
認知症は抱え込まず、みんなで共有して支援していった方が良いと思う。隠すほどの病気ではないので、オープンにしてみんなで見ていった方が良いと思う。
認知症に対する考え方には地域性はあるように思う。地域のつながりでお互いに支え合っている人もいる。これからは、本人や家族が認知症であることを伝えらたらそれを受け入れられる社会になっていってほしい。

②いきいき百歳体操愛称発表について
　「資料３」を用いて事務局より説明
　　・愛称は「いきいき体操」で決定。

新しい愛称が根付いて若い人が参加してくれれば良いと思う。
体操の時間は1時間くらいですか。
体操の時間は30分。その後お茶を飲んだりする教室もある。

今回も勉強になる話が出てきた。息子が障がい者なのでいずれは後見人をお願いすることになるのかなと思う。いきいき百歳体操に行っていた母が6月でやめると言っており、理由を聞くと週1回デイサービスでも同じことをしているから行かないとのことだった。体操の継続で医療費の削減といった効果が出ているので、それを伝えていきたい。

前回の会議で筋力と口腔ケアが大事と言われたので、地域で話して何人か誘って4月から参加している。認知症についてもそうだが、みんなへの啓蒙の仕方がとても大事だと思う。

いきいき百歳体操は自治会で二つあり、一つは続いているが、一つはやめてしまった。みんな年が大きくなると辞めてしまう。70代で新たに始めるのは難しい。復活を促しているがなかなか難しい。ただ、百歳体操は筋肉を増強させるので元気で過ごせる。すごい体操なので体験してほしい。

病院も地域でどういう風に過ごされているか、課題になっていることを認識していかなればいけない。コロナ前に院内デイサービスをやっており、その時の傾向を見ていたら認知機能が維持できているという結果が出ていた。難しく考えずいろいろな取組で関わることで過ごしやすい社会になると思う。

社協もいきいき百歳体操の各教室に足を運ぶ取組をしている。顔見知りになり関係性を作ることで個別の課題が把握できるのではないかと思う。教室によっては固定メンバーなので、来られていないと地域で確認や見守りができている。今後も参加していき、つなぐような支援をしていきたい。

知人の父親が圧迫骨折したとき、地域包括支援センターに相談するように言ったら、包括って何？と言われた。使ったことがある人は知っているが、関わりがない人は相談するという知識もない。何かあったら地域包括支援センターに相談できる流れが出来れば良いと思う。

後見人の紹介で施設を利用していたが、利用を辞めたことを後見人に伝えていない。そのあたりの連携はどうなっているのか気になった。認知症に関しては、在宅で問題なく自立して生活できていればそこまで神経質になる必要もないと思う。
今日の会議で自分が家族を介護する立場になったら、ということを考えるきっかけになった。

４．その他
・地域ケア推進介護の開催は10月か11月頃に開催予定。
・次回の開催は3月を予定。日程は未定。
・6月30日認知症講演会を開催。
・成年後見人の動画についてはQRコードの読み込み以外に、ネットで「宍粟市 市民後見人」で検索すれば視聴可能。

５．閉会






12

